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を お 買い 上 けい た だ た き 、 ま ご と に あり が と うこ ご ざい ます 。 
ご 使用 に な る 前 に この 取扱 説明 書 を よく お 読み いた だ き ぎ 、 
正しい 使用 法 で ご 愛用 くだ さい 。 
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デー タ を 消す か どう か 確認 
わな いよ うに し て くだ さい 。 ス ター ト ボ タン を 押す と 、『 キ ャ ラ 


遅 っ て 大 切な 
トラ うに 笑 な つけ よう 。 
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キミ の 分 映 と な る キャ ラク ター を 選び ます 。 4 人 の キャ ラク ター 
の 中 か ら ひ と り を 選ん で くだ さい (十字 ボタ ン で 名 前 を 選択 し ま 
す )。 選 は ば は れ て いる キャ ラク ター は 名 前 が 白く 光り ます 。 その 
キャ ヤラ フク ター で よけれ ば 、 ス ター ト ボ タン を 押し て くだ さい 。 


言 の 町 トリ ン シ ッ ク 出身 の レン ジャ ー。 最 初 に 『 共 』 と 『 食 べ 
物 』 を も っ て いま す 。 バラ ンス の と れ た 戦士 で す 。 
強 さ ー15 知性 =15 素早 さ =15 


強 志 の 町 ブリ テイ ン 出 身 の バ ー ド 。 最 初 に 『 ロ ング ボウ 』 と 『 食 べ 
必 』」 を も っ て いま す 。 素 早い 攻撃 が 魅力 で す 。 
強 さ ー12 知性 =15 素早 さ =18 


1 - 間 評 い 
| 守 
人 


誠実 の 町 ムー ンジ ロウ 出身 の メイ ジ 。『 フ ァ イ ヤ ー ボ ー ル の ワン 
F ド 』 と 『 く すり 』 を も っ て いま す 。 唯 一 の 女性 戦士 。 
弘 ご ー15 知性 三 18 素早 さ =15 


田 敢 の 町 ジェ ロー ム 出 身 の ソ ル ジ ャ ー。 最初 か ら か わ の よろ い を 
育て いて 、 けん を も っ て いま す 。 と に か く 強 い 。 
強 さ ー18 知性 三 12 素早 さ =12 


名 前 を 決め て くだ さい 。 カーソル を 移動 さば 、A ボ タン で 決定 し 
ます 。 ス ター ト ホ タ ン を 押す と 、 次 の 画面 に 進み ます 。 


ゲー ム の 難易 度 を 選び ます 。 難 易 度 は "じょう きゅう ”“ ふ つう" 
"し よき ゆう” の 3 種類 で す 。 難易 度 が 高い ほど 敵 の 動き や 攻撃 
が 活発 に な り ま す 。 十 字 ボ タン の 上 下 で カー ソル を 移動 させ て 、 
スタ ー ト ボタ ン を 押す と 、 い よい よ 冒 険 の 始ま り で す 。 


"し ょ きゅう " で プレ イ す る と 助け た 市 長 に 危害 が 及 
ぶ こ と は あり ませ ん 。 ゲー ム 難 易 度 を 決定 で きる の は 
ゲー ム を 新しく 始め る と きだ け で す 。 途中 か ら や セー 
プ さ れ て いる ケー ム の デー タ の 難度 を 変更 する こと は 
で きま せん 。 


ゲー ム が スタ ー ト する と 、 デモ が 始ま り 、 ブ リ テ イ ン の ロー ド ・ 
トー ルデン が 黒 騎士 に 連れ 去ら れ て し まい ます 。 最初 の 任務 は ご 
の ロー ド ・ ト ー ル デン を 助け 出す こと で す 。 トー ルデン が どん な 
と ころ に 閉じ 込め られ た か 、 覚え て お く と 、 助 け 出す 時 の ヒン ト 
に な る で し ょ う 。 


ここ を を 援 せ は 、 
市 長 を 助け た せる ハズ 。 


ケー ム は 目 動 的 に セー ブ さ れる よ !| 


ケ ゲーム は 新しい レベ ル に 到達 する 度 に 目 動 的 に セー ブ さ れ ま す 。 
ケー ム の 続き を ブ プレイ し た いと き は 
メニ ュー 画面 で Continue” を 選ん で くだ さい 。 
保 他 し て お ける テー タ は 最大 3 つま で で す 。 


ケー ム 中 に スタ ー ト ボタ ン を 押す と 、 ス テー タス 画面 に 切り 換 わ 
り ま す 。 ご の 画面 で キャ ラク ター の いろ いろ な 情報 を 和 る ご こと か が 
で きま す 。 また 、 キャ ラク ター の 持ち 物 は すべ へ て ご ここ で 見 る こと 
か で きま す 。 カー ソル を 合わ せれ は ば は 、 アイ テム の 名 前 、 も っ て い 
る 数 を 確認 で きま す 。 


(ステ ー タ ス 画 面 / 


この 画面 の 時 は 、 ケー ム は ポ ボーズ 状 態 に な っ て いる よ 。 


キャ ラク ター の 体力 を 示し ます 。 ご の 数 値 が か 大 きい ほ と ハ ー ト の 
s 鐘 や 多く な り ま す 。 ハー ト が な く な っ て し まう と キャ ラク ター は 
タ 多 ん で し まい ます 。 

、 王 せい 

キャ ラク ター の 知力 を 示し ます 。 ご の 数 値 が 大 きい ほ と ス ター の 
包 や も 多く な り ま す 。 諾 法 を 使っ 武器 や アイ テム を 使用 する と 、 ス 
ター は 減っ て いき ます 。 スタ ー が な く な っ て し まう と 、 それ ら の 
アイ テム は 使用 で き な く な り ま す 。 


すばやさ 
キャ ラク ター の 素早 さ を 示し ます 。 素 早い キャ ラク ター ほど 敵 か 
ら の 攻撃 を か わし や すく な り ま す 。 


まほ つの アン ク は 特別 な が アイ テム で す 。 カー ソル を 合わ せ て A ボ 
タン か メメ ボタ ン を 押せ は 、 ロー ド ・ ブ リティ ッシュ の 城 に 一 瞬 に 
し て 戻る こと が で きま す 。 B ボ タン か Y ボ タン を 押せ ば 人 受 い る レ 
\ ル を 最初 か ら や り 直 すご と が で きま す 。 その 場合 、 キ ャ ラク タ 
ー は 、 レ ベル の 最初 の 地点 に 戻り 、 倒 し た 敵 も 復活 し て いま す 。 


球 放 し て いる 武器 \ や アイ テム は ステ ー タ ス 画 面 の 右上 に 表示 され 
ます 。 手 に 装備 し て いる 武装 は ステ ー タ ス 画 面 で 変更 する ご こと が 
で きま す 。 装 偽 し た い ア イ テ ム に カー ソル を 合わ せ て 、 A ボ タン 
か B ホ タン を 押し て くだ さい 。 A ボ タン な ら 石 手 に 、 B ボ タン な 
ら 左 手 に その アイ テム を 装備 し ます 。 左手 に も っ て いる アイ テム 
は B ホ タン か Y ホ タン で 使用 し ます 。 石手 の アイ テム は A ボ タン 
か メ ホ タン で 使用 し ます 。 


アー マー な どの 体 に つけ る 防具 は 画 面 下 に 表示 され ます 。 


装備 の 下 に ある 寺 に キャ ラク ター の 所 持 金 が 表示 され て いま す 。 


た へ も の (くす り ) 

「 た へ も の 』 に カー ソル を 合わ せ 、 A ホ タン か B ボ タン を 押し て 
くだ さい 。 ハー ト ( 体 力 ) が 回 復 し ます 。 また 、 同 様 に 『 く すり 』 を 
喝 つ と スタ ー( 蘭 法 ) が 回 復 し ます 。 


ゲイ テム の 上 を 通過 すれ ば 、 ぞ その アイ テム を 入手 で きま す 。 
ン ヨ ョ ヨッ プ で アイ テム を 購入 する 場合 も 、 アイテム の 上 を 通過 し て 
くだ さい 。 そば に ある 看板 の 数 字 が その アイ テム の 値段 で す 。 
動 的 に 所 持 釜 か ら 、 アイ テム の 代金 が 引か れ 、 ス テー タス 画面 に 
アイ テム が 表示 され ます 。 所持 金 が 足り な い 場 合 は 、 アイ テム の 
上 を 通過 し て も 手 に いれ る こと は で きま せん 。 
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